






A Portable Electronic-watch System for Ski-races 
Using a Book-type Personal Computer 
T紘anoriSAKAI， Keiji TANIGUCm， Tsuyoshi TAKAHATA，and Yasunori HATABU 
(Recieved Feb. 27， 1996) 
This paper d回1swi白 aportable-watch system for ski-races. It ωnsists of 
start and 白山h-sensing devices， start-signal-transmission eq凶.pmen飴，
elec仕onic-watchdevices and a book-type perωna1∞mputer.百世ssystem h踏
出efollowing advantages. 
(1) Transmission of the start-signal can be done by using VHF radio 
仕泊施mitter，therefore， itis伺 syto set up也issystem. 
(2) It is伺 syto operate白isone without professiona1 operators. B y using血is


















































































































[5 ]として検知する。ここで信号 [2]と [5]の時間差 τd=τdl+τd2 は一定であり、パソコンで
の計時計算処理の際に加算補正することにより、正確なタイム成績を得るようにしている。


















































































スタート時刻の消去と棄権 DF (D i d n't F i ni s h)の電光表示並びに印刷を行う。
(e)再競技者の処理
競技審判が規定に照らし再競技を認めた選手については、前競技の時刻データを削除し再度タイ
ム計測を行う。
(f)競技終了処理
回転競技種目については、 1走目の競技終了後にそのタイム成績から新ビポ一方式プログラムに
より 2走目スタート願を印刷して公表し、最終結果は 1，2走目の合計タイム成績で順位づけ処理
をする。競技終了処理は部門毎に行うが、旗門・関門不通過者処理の後に成績順位の並べ替え処理
をし、最終結果の成績データを印刷並びにファイルに保存してプログラムを終了する。
(g)旗門・関門不通過者の処理
アルペン競技では旗門、クロスカントリー競技では関門と呼ぶが、この審判員の不通過判定結果
の報告を受け選手のゼッケン番号および不通過旗門・関門番号を入力し競技失格者として処理する。
5.むすび
本システムは7年前から福井県スキー連盟主催のスキー競技大会の各種目で使用し、実用上から
これまでに操作面や機能面で改良を重ねてきた。特にスタート信号の伝送を無線化することにより
システムの設置が容易になった。また、タイム成績の計時計算や記録、成績願位の並べ替え処理等
をパソコンで支援することにより多くの競技種目及び部門別に正確で迅速な対応ができるようにな
った。しかも処理結果はプリンタで漢字を用いて印制出力ができ、従来の方法に比べて競技の計時
運営が大幅に省力化され円滑な大会運営が行えるようになった。
さらに、フロッピディスクに保存されている各年の競技大会、種目、部門毎の成績データと大会
データ(最大斜度、平均斜度、距離、旗門数、気温、天候等)を解析することで、競技コースや旗
門設定等を総合的に評価でき、今後の競技運営上の参考データとしても活用できる。また選手個人
の成績データから成績推移を調べるなど選手育成指導に有用な情報が記録保存できる特徴も有する。
本システムはスキー競技だけでなく市民マラソン等の多数の選手が参加する競技の計時システム
として汎用性があり、プログラムによるデータ処理機能の付加や改良も容易であるため拡張性に富
んでいる。
謝辞
本研究の遂行にあたり、ご支援をいただいた前福井県スキ一連盟理事長原田豊彦氏、沖電気(提)
北陸支社高木忠昭氏、北陸電気通信監理局戸津真也氏、左藤清氏、大野和夫氏、 NTT北陸総
支社森田耕司氏に謝意を表します。
82 
〈参考文献〉
(1)鈴木康仁，加藤誠，酒井孝則，谷口慶治，原回豊彦スキ一競技用計時システムの試作
平成元年度電気関係学会北陸支部連合大会講演論文集 8-9ω3.
(2) 鈴木康仁，小島隆幸，酒井孝則，谷口慶治，原田豊彦パソコンによるスキー競技用計時シ
ステムの開発
(ω3幻)幡生安紀，酒井孝則.谷口慶治，原田豊彦，高木忠昭無線伝送方式によるスキー競技用計
時システムの試作
(ω4叫)加藤浩二，高野和博，酒井孝則，幡生安紀，谷口慶治，浅田勝彦パソコンを用いたスキー
競技用計時システムの改良平成4年度電気関係学会北陸支部連合大会講演論文集 s-197.
(5)酒井孝則，高畑剛，谷口慶治クロスカントリー・スキー競技用計時器の開発平成6年
度電気関係学会北陸支部連合大会講演論文集 8-38.
(6) 高畑剛，酒井孝則.谷口慶治クロスカントリ一.スキ一競技用計時システムの改良
成6年度電気関係学会北陸支部連合大会講演論文集 s-一3ω9.
(7)文部省体育局体育課体育スポーツ総覧(ルール)
